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永
田

　
忠
靖

　
提
出

　
学
位
申
請
論
文

　
　
『
戦
国
期
に
お
け
る
神
社
の
動
向
―
九
州
地
方
を
中
心
に
―
』
審
査
要
旨

　
　
　
　
　

論
文
の
内
容
の
要
旨

　
本
学
位
申
請
論
文
は
、
戦
国
期
九
州
地
方
の
宇
佐
八
幡
宮
・
太
宰
府
天
満
宮
・
高
良
神
社
・

宗
像
神
社
な
ど
、
神
社
と
戦
国
大
名
ら
諸
勢
力
と
の
関
係
を
論
じ
、
神
社
勢
力
が
衰
退
し
て

い
く
な
か
で
、
神
社
が
伝
え
て
き
た
祭
祀
と
信
仰
か
ら
生
ま
れ
出
て
き
た
「
主
体
性
」
に
つ

い
て
論
及
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

　
第
一
章
「
大
友
義
鎮
の
社
寺
破
却
と
そ
の
意
図
に
つ
い
て
」
で
は
、
大
友
義
鎮
（
宗
麟
）

の
社
寺
に
対
す
る
破
却
は
、
そ
の
存
在
を
否
定
す
る
行
為
で
は
な
く
、
情
勢
に
鑑
み
た
政
治

的
意
図
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
多
様
な
対
応
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
。
戦
国
大
名
に
よ
る
社

寺
権
力
の
否
定
は
、
社
寺
の
宗
教
的
権
威
の
失
墜
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
む
し
ろ

そ
の
逆
で
、
祭
祀
と
信
仰
を
つ
な
げ
て
き
た
社
寺
本
来
の
有
り
方
で
あ
る
神
仏
の
奉
斎
と
祭
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－ 3 － － 2 －

祀
の
斎
行
に
収
斂
さ
れ
て
い
く
も
の
と
見
る
。

　
第
二
章
「
戦
国
期
に
お
け
る
太
宰
府
天
満
宮
留
守
職
に
つ
い
て
」
で
は
、
中
世
末
期
に
な

る
と
、
太
宰
府
天
満
宮
の
大
鳥
居
氏
と
小
鳥
居
氏
に
よ
る
留
守
職
を
め
ぐ
る
対
立
・
相
論
は
、

大
友
氏
・
大
鳥
居
氏
と
毛
利
氏
（
高
橋
鑑
種
）・
小
鳥
居
氏
と
い
う
対
立
構
造
へ
と
転
化
し
、

両
留
守
職
が
争
乱
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
天
満
宮
も
ま
た
争
乱
に
巻
き
込
ま
れ
て

い
く
と
い
う
状
況
を
生
む
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
、
大
鳥
居
氏
を
中
心
と
す
る
体
制
と
な
り
、

祈
祷
巻
数
を
時
々
の
天
満
宮
に
関
わ
る
諸
勢
力
に
贈
る
こ
と
で
、
天
満
宮
の
存
在
を
主
張
し
、

崇
敬
を
求
め
て
い
っ
た
こ
と
を
論
じ
る
。

　
第
三
章
「
戦
国
期
に
お
け
る
筑
後
国
一
宮
高
良
社
と
周
辺
勢
力
と
の
関
係
」
で
は
、
天
正

六
年
の
耳
川
合
戦
後
、
大
友
氏
の
勢
力
が
失
速
し
、
高
良
社
に
も
そ
の
影
響
が
及
び
、
高
良

社
内
に
お
け
る
座
主
の
分
裂
な
ど
、
不
安
定
な
状
況
に
置
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。
さ
ら
に
島

津
氏
に
よ
る
高
良
山
一
帯
の
破
却
や
豊
臣
秀
吉
の
神
領
没
収
な
ど
に
よ
っ
て
高
良
社
は
危
機

に
瀕
し
て
ゆ
く
が
、
こ
の
危
機
か
ら
脱
す
る
こ
と
が
高
良
社
の
再
興
へ
の
原
動
力
、
新
た
な

出
発
と
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
考
察
す
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
大
祝
が
『
高
良
記
』
を
編
纂
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す
る
こ
と
で
、
高
良
玉
垂
神
の
神
威
向
上
と
大
祝
自
身
の
権
威
向
上
を
目
指
し
た
と
す
る
。

　
第
四
章
「
中
世
後
期
に
お
け
る
豊
前
一
宮
宇
佐
宮
の
動
向
‐
大
内
氏
を
中
心
に
‐
」
で
は
、

中
世
後
期
に
お
い
て
宇
佐
宮
と
大
内
氏
は
、
相
互
利
益
と
補
完
と
い
う
関
係
を
築
い
て
き
た
。

十
五
世
紀
前
半
、
応
仁
の
乱
以
前
に
お
い
て
宇
佐
宮
は
、
そ
れ
ま
で
怠
っ
て
き
た
造
営
と
祭

礼
の
執
行
を
大
内
氏
の
協
賛
に
よ
り
解
消
す
る
に
至
っ
て
お
り
、
大
内
氏
は
豊
前
支
配
に
対

し
て
宇
佐
宮
の
神
領
組
織
に
依
拠
し
た
掌
握
を
進
め
て
い
た
。
こ
う
し
た
相
互
に
成
熟
し
た

関
係
に
つ
い
て
、
応
仁
の
乱
以
後
に
は
、
宇
佐
宮
と
大
内
氏
と
の
間
に
齟
齬
が
生
ま
れ
て
き

た
こ
と
を
論
じ
る
。

　
第
五
章
「
出
雲
地
方
の
社
寺
を
め
ぐ
る
尼
子
氏
と
毛
利
氏
の
動
向
」
で
は
、
九
州
の
太
宰

府
天
満
宮
、
高
良
社
、
宗
像
社
に
お
い
て
は
内
部
分
裂
の
経
験
か
ら
、
社
内
統
一
と
い
う
方

向
性
が
見
い
だ
さ
れ
、
「
主
体
性
」
を
持
ち
な
が
ら
、
戦
乱
の
世
を
迎
え
て
い
く
。
そ
れ
ら
は

外
部
的
圧
力
と
の
対
応
に
も
と
づ
く
こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
の
脱
却
が
急
務
と
さ
れ
て
い

た
。
こ
れ
に
対
し
て
宇
佐
宮
は
長
期
間
、
大
内
氏
の
庇
護
下
に
あ
り
、
そ
の
後
大
友
氏
の
支

配
へ
と
移
行
す
る
と
、
神
社
側
の
既
得
権
益
は
否
定
さ
れ
、
大
友
氏
と
毛
利
氏
の
対
立
の
間
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で
翻
弄
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
以
前
の
対
応
で
は
通
用
し
な
い
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
こ

の
観
点
か
ら
出
雲
地
方
を
見
て
い
く
と
、
杵
築
大
社
を
は
じ
め
出
雲
地
方
の
社
寺
は
、
尼
子
氏
、

毛
利
氏
と
保
護
政
策
が
継
承
さ
れ
て
お
り
、
受
動
的
な
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
を
論
じ
る
。

　
第
六
章
「
戦
国
期
に
お
け
る
宗
像
大
宮
司
の
動
向
」
で
は
、
宗
像
社
の
大
宮
司
職
は
「
子
々

孫
々
相
伝
の
領
掌
」
と
し
て
代
々
社
務
職
を
継
承
し
、
社
領
な
ど
神
社
の
経
営
管
理
と
、
宗

像
領
を
治
め
る
棟
梁
と
い
う
立
場
の
二
面
性
を
有
し
て
お
り
、
宗
像
の
地
を
離
れ
る
時
は
、

大
宮
司
職
を
譲
っ
た
上
で
行
動
を
し
て
い
る
。
こ
れ
は
宗
像
大
宮
司
と
し
て
、
宗
像
を
離
れ

る
こ
と
は
神
事
執
行
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
り
、
宗
像
大
宮
司
の
存
在
は
、
宗
像

社
内
部
の
掌
握
と
宗
像
を
治
め
る
小
領
主
と
し
て
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
状
況
を
安
定
し
て
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
柔
軟
な
大
宮
司
継
承
を
し
て
い
く
必
要
が

あ
っ
た
こ
と
を
考
察
す
る
。

　
補
論
「
中
世
後
期
に
お
け
る
諸
国
一
宮
の
現
状
と
近
世
へ
の
変
遷
」
で
は
、
中
世
後
期
か

ら
近
世
初
頭
ま
で
の
諸
国
に
お
け
る
有
力
神
社
の
展
開
を
通
覧
す
る
こ
と
に
よ
り
、
神
社
の

特
質
の
整
理
を
試
み
て
い
る
。
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論
文
審
査
の
結
果
の
要
旨

　
本
学
位
申
請
論
文
は
、
中
世
後
期
・
戦
国
期
に
お
け
る
九
州
地
方
北
部
の
主
要
神
社
と
出

雲
の
杵
築
大
社
を
と
り
あ
げ
、
守
護
・
戦
国
大
名
と
の
関
係
を
、
数
多
く
の
文
献
史
料
の
引

用
と
詳
細
な
解
釈
で
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
対
象
神
社
の
ほ
と
ん
ど
は
、
古
代
の
国
家
祭

祀
の
対
象
と
な
っ
た
宗
像
神
社
・
杵
築
大
社
、
同
じ
国
家
祭
祀
の
対
象
で
あ
り
、
神
仏
習
合

が
進
ん
だ
宇
佐
八
幡
宮
、
神
仏
習
合
を
基
礎
と
し
て
平
安
時
代
に
発
展
す
る
太
宰
府
天
満
宮
・

高
良
社
な
ど
多
様
な
神
社
を
取
り
上
げ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
神
社
内
外
の
動
態
・
特
色
を

浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
中
世
後
期
・
戦
国
期
に
お
け
る
神
道
史
研
究
は
、
中
世
神
道
説
・
神
道
思
想

の
研
究
の
展
開
過
程
の
な
か
に
あ
り
、
と
く
に
吉
田
神
道
と
の
関
係
で
、
大
内
氏
と
吉
田
兼

右
の
関
係
な
ど
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
て
き
た
。
当
該
期
の
神
社
側
か
ら
見
た
神
社
史
研
究
は

限
ら
れ
て
お
り
、
ど
の
よ
う
に
近
世
の
神
社
体
制
へ
と
移
行
し
て
い
っ
た
の
か
、
そ
れ
が
中
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世
後
期
・
戦
国
期
に
ど
の
よ
う
に
準
備
さ
れ
て
き
た
か
、
そ
の
歴
史
的
変
容
と
い
う
観
点
か

ら
解
明
し
た
こ
と
は
重
要
な
成
果
と
い
え
る
。

　
本
論
文
を
通
覧
し
て
言
え
る
こ
と
は
、
神
社
が
当
該
の
行
政
権
者
で
あ
る
国
衙
、
守
護
・

戦
国
大
名
な
ど
に
対
し
て
、
神
社
組
織
と
社
殿
造
営
・
祭
祀
維
持
を
通
し
て
、
そ
の
存
在
意

義
を
主
張
し
、
近
世
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
過
程
を
具
体
的
に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
、

そ
の
成
果
は
、
近
世
に
お
け
る
神
社
の
性
格
を
確
保
し
て
い
く
前
段
階
に
あ
た
り
、
こ
こ
か

ら
醸
成
さ
れ
て
い
っ
た
「
主
体
性
」
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
第
二
章
「
戦
国
期
に
お
け
る
太
宰
府
天
満
宮
留
守
職
に
つ
い
て
」
で
は
、
大

鳥
居
氏
・
小
鳥
居
氏
を
め
ぐ
る
両
氏
間
の
相
論
や
大
友
氏
と
高
橋
氏
・
毛
利
氏
な
ど
と
の
関

わ
り
に
つ
い
て
の
考
察
が
深
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
第
四
章
「
中
世
後
期
に
お
け
る
豊
前
国

一
宮
宇
佐
宮
の
動
向
」
で
は
、
先
行
研
究
の
成
果
が
的
確
に
総
括
さ
れ
、
中
世
後
期
の
宇
佐

宮
に
お
け
る
様
相
が
、
よ
り
多
面
的
、
か
つ
豊
か
な
形
で
解
明
す
る
こ
と 

に
成
功
し
た
と
い

え
る
こ
と
、
第
六
章
「
戦
国
期
に
お
け
る
宗
像
大
宮
司
の
動
向
」
で
は
、 

宗
像
大
宮
司
職
の

継
承
を
め
ぐ
る
考
察
は
説
得
力
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
論
考
の
な
か
で
も
優
れ
た
内
容
と
し
て
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評
価
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
以
上
の
前
向
き
な
研
究
姿
勢
と
論
点
は
評
価
で
き
る
が
、
一
方
で
は
問
題
点
・
課
題
も
あ
る
。

本
論
文
で
は
、
中
世
寺
社
に
聖
（
宗
教
的
側
面
）
と
俗
（
政
治
的
側
面
）
の
機
能
を
設
定
し
、

宗
教
勢
力
と
世
俗
政
治
勢
力
と
の
葛
藤
・
抗
争
の
な
か
で
、
政
治
的
な
側
面
が
分
離
さ
れ
る

と
い
う
視
点
で
論
を
展
開
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
聖
・
俗
の
分
離
と
い
う
問
題
設
定
は
、

中
世
寺
社
の
研
究
分
析
の
方
法
と
し
て
妥
当
で
あ
る
の
か
、
な
お
検
討
の
余
地
が
あ
る
。

　
少
な
く
と
も
、
古
代
の
国
家
祭
祀
が
行
な
わ
れ
る
神
社
に
つ
い
て
は
、
そ
の
祭
祀
の
実
施

を
監
督
し
、
社
殿
の
管
理
・
維
持
に
対
し
て
朝
廷
・
国
衙
（
行
政
権
者
）
が
責
任
を
持
つ
存

在
で
あ
っ
た
。
神
社
の
祭
祀
の
実
施
監
督
、
社
殿
の
造
営
・
維
持
は
、
国
内
の
平
安
に
直
結

す
る
行
政
（
政
治
）
の
大
き
な
機
能
と
し
て
、
古
代
以
来
、
認
識
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
意
味

で
、
神
社
祭
祀
と
行
政
（
政
治
）
的
な
要
素
と
は
、
相
互
に
不
可
分
な
関
係
に
あ
る
と
い
え
る
。

こ
の
た
め
、
戦
国
大
名
は
領
国
支
配
の
上
で
神
社
の
宗
教
的
な
側
面
・
機
能
を
無
視
で
き
ず
、

懐
柔
や
破
却
と
い
う
状
況
に
応
じ
て
様
々
な
対
応
を
と
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
中
世
の

主
要
な
神
社
（
寺
社
）
に
お
い
て
、
宗
教
的
な
側
面
と
政
治
的
な
側
面
を
分
離
し
て
考
え
る
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の
は
、
有
効
な
視
点
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
中
世
神
社
の
多
く
は
、
仏
教
勢
力
と
の
関
係
が
不
可
分
で
あ
り
、
神
仏
習
合
と
神

仏
隔
離
の
視
点
に
対
し
て
の
言
及
が
必
要
で
は
な
か
っ
た
か
。『
高
良
記
』
な
ど
編
纂
物
へ
の
、

個
別
史
料
・
記
録
に
対
す
る
史
料
批
判
も
十
分
と
は
い
え
な
い
。
こ
れ
ら
の
批
判
点
は
、
今

後
の
研
究
に
生
か
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

　
以
上
の
理
由
か
ら
、
本
論
文
提
出
者
永
田
忠
靖
は
、
博
士
（
神
道
学
）
の
学
位
を
授
与
さ

れ
る
べ
き
資
格
が
あ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

　
令
和
二
年
十
二
月
十
四
日

主
　
査
　
　
國
學
院
大
學
大
学
院
客
員
教
授
　
　
岡
　
田
　
莊
　
司
　
㊞
　

副
　
査
　
　
國

學

院

大

學

教

授
　
　
笹
　
生
　
　
　
衛
　
㊞
　

副
　
査
　
　
島

根

大

学

名

誉

教

授
　
　
井
　
上
　
寛
　
司
　
㊞
　

04 永田忠靖先生.indd   8 2021/02/02   10:07:10



－ 9 － － 8 －

　
　
　
　
　
永
田

　
忠
靖

　
学
力
確
認
の
結
果
の
要
旨

　
左
記
三
名
が
各
専
門
分
野
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
学
力
確
認
の
試
験
を
行
っ
た
結
果
、
博
士
（
神

道
学
）
の
学
位
を
授
与
さ
れ
る
学
力
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
　
令
和
二
年
十
二
月
十
四
日

　
　
　
　
　
　
学
力
確
認
担
当
者

主
　
査
　
　
國
學
院
大
學
大
学
院
客
員
教
授
　
　
岡
　
田
　
莊
　
司
　
㊞
　

副
　
査
　
　
國

學

院

大

學

教

授
　
　
笹
　
生
　
　
　
衛
　
㊞
　

副
　
査
　
　
島

根

大

学

名

誉

教

授
　
　
井
　
上
　
寛
　
司
　
㊞
　

04 永田忠靖先生.indd   9 2021/02/02   10:07:11


